
ま
も
な
く
新
工
場
完
成
雪
ヶ
谷
精
密
工
業

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
震
災
後
か
ら
取
材
を
続

け
て
き
た
雪

谷
精
密
工
業

宮
城
県
気
仙
沼

市

で
は
、
新
工
場
建
設
が
進
む
。
同
社
は
耳

鼻
科
用
い
す
を
製
造
し
て
お
り
、
震
災
で
旧
工

場
が
全
壊
し
た
。
新
工
場
は
２
月
に
着
工
し
、

７
月

日
に
完
成
す
る
計
画
だ
。
再
建
費
用
は

約
３
億
３
０
０
０
万
円
で
、
経
産
省
が
主
管
す

る
「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

補
助
金
」
を
使
っ
た
。

雪ヶ谷精密の菊田専務 と桜田工場長は、新
工場の完成目前に入念な打ち合わせを重ねる

運
営
体
制
見
直
し
若
手
活
躍
へ

東日本大震災の復興から生まれる
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
イ
ン
フ
ラ
復
興
工
事
で
活
躍
労
働
力
不
足
補
う
意
味
も

コマツは情報化施工使用の建設機械の販売に力を入れている

着
実
に
復
旧
進
む

生産持ち直し傾向好循環を被災地にも

　
被
災
地
で
は
復
旧
・
復
興

工
事
を
進
む
。
４
月
の
東
北

の
公
共
工
事
請
負
金
額

東

日
本
建
設
業
保
証
な
ど
調

べ

は
、
前
年
同
月
比

・

６
％
増
の
３
５
９
６
億
円
で

高
水
準
。
日
本
銀
行
仙
台
支

店
の
後
昌
司
支
店
長
は
「
非

常
に
高
か
っ
た
昨
年
を
さ
ら

に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
公
共
工

事
が
発
注
さ
れ
て
い
る
」
と

話
す
。
大
量
の
工
事
は
発
注

さ
れ
る
中
で
、
よ
り
強
く
使

い
や
す
い
イ
ン
フ
ラ
を
再
建

す
る
た
め
に
土
木
技
術
も
大

き
く
変
化
し
て
き
た
。

　
被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
工
事

の
現
場
で
は
、
情
報
通
信
技

術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た

情
報
化
施
工
を
行
う

イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
建
機

が
活

躍
す
る
。
現
場
の
設
計
デ
ー

タ
を
建
機
に
内
蔵
さ
れ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
読
み
込
み
、

そ
の
指
示
通
り
に
機
械
が
動

く
。
施
工
時
間
が
短
縮
で
き

る
上
に
燃
費
も
向
上
す
る
。

被
災
地
で
は
人
手
不
足
が
常

態
化
し
て
お
り
、
特
に
熟
練

工
を
確
保
す
る
の
が
難
し

い
。
イ
ン
テ
リ
建
機
は
労

働
力
不
足
を
補
う
意
味
で
も

活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い

る
。

　
一
方
、
新
し
い
工
法
も
生

ま
れ
て
き
た
。
東
北
大
学
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
高

橋
弘
教
授
と
森
環
境
技
術
研

究
所
が
開
発
し
た
「
ボ
ン
テ

ラ
ン
工
法
」
は
、
津
波
堆
積

物
を
使
っ
た
人
工
地
盤
の
造

成
に
採
用
さ
れ
た
。
津
波
堆

積
物
と
ヘ
ド
ロ
に
破
砕
し
た

古
紙
、
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
る

こ
と
で
、
優
れ
た
強
度
特
性

・
高
い
耐
久
性
を
有
す
る
人

工
地
盤
材
料
に
改
良
す
る
。

仙
台
市
若
林
区
や
宮
城
県
名

取
市
な
ど
で
社
会
実
験
が
行

わ
れ
て
お
り
、
広
が
り
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
地
中

に
埋
設
し
た
基
礎
の
状
態
を

掘
ら
ず
に
確
認
・
評
価
す
る

方
法
を
開
発
し
た
。
地
上
に

出
て
い
る
基
礎
に
振
動
を
与

え
て
、
地
中
の
基
礎
か
ら
跳

ね
返
っ
て
き
た
周
波
数
を
分

析
し
て
状
態
を
評
価
す
る
も

の
。
鉄
塔
基
礎
の
調
査
業
務

を
年
間
４
０
０

所
受
注
す

る
計
画
だ
。

　
調
査
期
間
を
短
縮
で
き
る

ほ
か
、
コ
ス
ト
削
減
や
安
全

性
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
。

地
上
に
露
出
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
基
礎
に
セ
ン
サ
ー
と

振
動
を
加
え
る
機
器
な
ど
を

つ
け
て
、
左
右
に
ね
じ
る
振

動
を
与
え
る
。
正
常
な
場
合

の
周
波
数
と
、
ひ
び
割
れ
な

ど
不
具
合
の
あ
る
場
合
の
周

波
数
の
違
い
を
判
別
し
て
状

態
を
把
握
で
き
る
と
い
う
。

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
東

北
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
、
新
し
い
産
業
・

イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
前
進
し

続
け
て
い
る
。

　
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施

設
等
復
旧
整
備
補
助
金
制
度

は
再
建
費
用
の
３
分
の
２
を

国
と
県
が
支
援
す
る
も
の

で
、
東
北
の
生
産
回
復
を
押

し
上
げ
て
い
る
大
き
な
要
因

の
一
つ
だ
。
２
０
１
２
年
度

の
鉱
工
業
生
産
指
数

季
節

調
整
済

は
前
期
比
２
・
７

％
高
い

・
１
と
な
り
、
前

期
を
上
回
っ
た
。
年
度
で
は

２
０
１
１
年
度
が
前
期
比
５

・
６
％
低
い

・
１
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、

年
度
は
同

７
・
１
％
高
い

・
１
と
回

復
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
。

　
５
月

日
に
第
７
次
募
集

ま
で
採
択
済
み
で
、
北
海
道

と
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
千

葉
県
の
５
２
５
グ
ル
ー
プ
に

４
０
８
４
億
円
を
投
入
し

た
。
現
在
は
第
８
次

日

で
終
了

を
公
募
中
で
、
２

０
１
３
年
度
は
第

次
ま
で

募
集
す
る
計
画
だ
。
雪

谷

精
密
の
菊
田
芳
孝
社
長
は

「
国
や
県
、
市
、
取
引
先
な

ど
多
く
の
方
々
の
力
を
貸
し

て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
こ
こ

ま
で
来
た
」
と
話
す
。

７
割
が
復
旧
済
み

　
雪

谷
精
密
は
生
産
を
継

続
し
な
が
ら
新
工
場
を
建
設

し
て
き
た
。
同
様
の
ケ
ー
ス

は
以
前
よ
り
も
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
復
旧
状
況
は
統
計

に
も
表
れ
て
き
た
。

　
宮
城
県
が
被
災
し
た
商
工

業
者
の
復
旧
状
況
を
調
査
し

た
「
東
日
本
大
震
災
被
災
商

工
業
者
営
業
状
況
調
査
表
」

年
３
月

日
現
在

で

は
、
復
旧
済
み
と
答
え
た
商

工
業
者
数
は
前
回
調
査
に
比

べ
て
７
・
３

増
の

・
０

％
だ
っ
た
。
県
は
仮
復
旧
か

ら
本
復
旧
に
着
実
に
移
行
し

て
い
る
と
し
た
。

　
４
月
の
東
北
の
鉱
工
業
生

産

季
節
調
整
済
、
速
報

値

は
前
月
比
３
・
８
％
低

い

・
１
で
、
２
カ
月
連
続

の
前
月
比
割
れ
と
な
っ
た
。

統
計
上
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
い

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
と
情

報
通
信
機
械
、
一
般
機
械
の

低
下
が
全
体
を
大
き
く
引
き

下
げ
た
た
め
だ
。

　
一
方
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
の
本
格
稼
働
で
輸
送
機

械
が
好
調
。
さ
ら
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
に
使
う
電
池
、
エ

ン
ジ
ン
な
ど
自
動
車
部
品
の

生
産
も
高
水
準
。
さ
ら
に
円

高
是
正
の
効
果
で
、
こ
れ
ま

で
輸
入
品
に
押
さ
れ
て
苦
戦

が
続
い
て
い
た
紙
・
パ
ル
プ

が
国
内
シ
ェ
ア
を
取
り
戻
す

好
循
環
も
生
ま
れ
て
き
た
。

　
全

業
種
の
う
ち

業
種

が
好
転
に
転
じ
た
こ
と
も
総

合
的
に
加
味
し
て
、
「
生
産

は
下
げ
止
ま
り
、
一
部
に
持

ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ

る
」
と
の
基
調
判
断
を
据
え

置
い
た
。

　
東
北
経
済
産
業
局
の
山
田

尚
義
局
長
は
「
こ
れ
ま
で
は

復
興
需
要
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
回
復
し
て
き
た
が
、
こ
こ

に
来
て
全
国
の
動
き
と
歩
調

が
合
っ
て
き
た
た
め
だ
」
と

話
す
。
日
本
銀
行
仙
台
支
店

の
後
支
店
長
も
「
生
産
は
や

や
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、
需

要
項
目
は
引
き
続
き
強
い
の

で
心
配
な
い
」
と
い
う
。

立
ち
は
だ
か
る
壁

　
被
災
地
に
こ
の
好
循
環
が

回
っ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
工
場
は
復
旧
し
た
が
、

休
業
し
て
い
る
間
に
取
引
が

停
止
に
な
り
、
生
産
が
伸
び

悩
む
ケ
ー
ス
、
不
当
な
値
引

き
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
な

ど
も
出
て
い
る
よ
う
だ
。
さ

ら
に
経
産
省
や
水
産
庁
の
補

助
事
業
を
使
っ
た
が
、
再
開

の
め
ど
が
立
た
ず
に
途
中
で

断
念
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
、

予
想
よ
り
も
生
産
が
伸
び
ず

従
業
員
を
解
雇
す
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
た
。
企
業
の
再
建

に
向
け
た
自
助
努
力
を
促
す

と
と
も
に
、
き
め
の
細
か
い

支
援
も
必
要
だ
。

　
雪

谷
精
密
で
は
菊
田
社

長
の
自
宅
を
改
造
し
た
仮
工

場
で
、
耳
鼻
科
用
い
す
の
生

産
が
続
く
。
部
品
の
加
工
は

岩
手
県
一
関
市
の
室
根
工
場

で
行
う
。
出
荷
が
集
中
す
る

年
初
か
ら
４
月
ま
で
残
業
体

制
が
続
い
た
。
大
越
英
樹
統

括
部
長
は
「
生
産
設
備
も
整

っ
て
い
な
か
っ
た
中
で
、
取

引
先
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た

お
か
げ
だ
」
と
話
す
。

　
新
工
場
の
ス
ム
ー
ズ
な
立

ち
上
げ
を
目
指
し
て
、
運
営

体
制
も
見
直
し
た
。
業
務
全

般
を
菊
田
芳
政
専
務
が
、
製

造
全
般
を
桜
田
修
一
工
場
長

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
大
越

統
括
部
長
が
若
い
２
人
を
補

佐
す
る
体
制
と
し
た
。
菊
田

社
長
は
「
新
し
い
工
場
の
完

成
を
前
に
体
制
を
見
直
し

た
。
役
職
が
人
を
つ
く
る
。

若
い
世
代
の
成
長
が
楽
し
み

だ
」
と
話
す
。

　
桜
田
工
場
長
は
「
機
械
加

工
と
組
み
立
て
、
塗
装
が
よ

う
や
く
一
カ
所
で
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
生
産
の
効
率
性

を
引
き
上
げ
る
の
は
当
然
だ

が
、
品
質
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
め
た
い
」
と
意
気
込

む
。
生
産
能
力
は
現
在
よ
り

も
１
・
５
倍
に
高
ま
る
見
込

み
だ
。

あ
と
１
カ
月
で

　
被
災
地
で
は
人
材
不
足
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
２

月
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
雪

谷
精
密
に
岩
渕
侑
一
郎
さ
ん

が
新
入
社
員
と
し
て
入
社
し

た
。
菊
田
社
長
は
「
ず
っ
と

募
集
を
続
け
て
き
た
が
、
よ

う
や
く
良
い
人
材
が
入
っ
て

き
た
」
と
喜
ぶ
。

　
一
方
、
４
月
の
東
北
の
有

効
求
人
倍
率
は
前
月
比
０
・

高
い
１
・

で
、
１
９

９
２
年
８
月
以
来
約

年
ぶ

り
に
１
倍
を
超
え
た
。
宮

城
、
福
島
で
は
さ
ら
に
高
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
人

不
足
で
生
産
を
拡
大
で
き
な

い
企
業
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
入
社
３
カ
月
の
岩
渕
さ
ん

は
桜
田
工
場
長
や
佐
藤
良
成

さ
ん
ら
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

モ
ノ
づ
く
り
を
覚
え
よ
う
と

働
く
。
「
モ
ノ
づ
く
り
は
と

て
も
面
白
い
。
先
輩
た
ち
か

ら
教
わ
っ
て
早
く
一
人
前
に

な
り
た
い
」
と
笑
顔
だ
。

　
工
場
完
成
ま
で
、
あ
と
１

カ
月
。
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